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生活環境だより

昭
和
４５
年
か
ら
続
い
て
い
る
「
郷

土
を
美
し
く
す
る
清
掃
」
は
、
今

年
で
３７
回
目
を
迎
え
ま
す
。

町
内
の
海
岸
、
公
園
、
道
路
な

ど
公
共
の
場
所
に
あ
る
ゴ
ミ
、
空

き
缶
や
雑
草
な
ど
を
取
り
除
く
清

掃
活
動
を
今
年
も
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。

自
然
と
親
し
む
機
会
の
多
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
を
前
に
、
皆

さ
ん
の
ご
近
所
や
事
業
所
の
周
り

も
合
わ
せ
て
清
掃
し
、
私
た
ち
の

住
む
こ
の
町
を
美
し
い
環
境
の
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

��
日

時
��

７
月
１０
日
（
月
）
１４
時
〜

（
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
）

��
清
掃
場
所
��

塩
屋
海
岸
、
北
黒
田
・
新
立
海
岸
、

古
城
跡
、
義
農
公
園
、
国
道
５６
号

線
・
県
道
、
福
徳
泉
公
園
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ

役
場
生
活
環
境
課
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町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
、ご
み
の
再
資
源
化

や
減
量
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く

た
め
に
、「
松
前
町
ご
み
減
量
対
策

委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

年
齢
２０
歳
以
上
の
方
で
、
委

員
会
（
毎
月
第
１
月
曜
日
開
催
）

に
出
席
可
能
な
方

活
動
内
容

ご
み
の
再
資
源
化
や
減
量
に

つ
い
て
、
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

話
し
合
い
実
践
す
る
。

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
ご
み
の
再
資
源
化

や
減
量
に
関
す
る
意
見
を
ご
記

入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

７
月
３
日（
月
）〜
７
月
３１
日（
月
）

募
集
人
数

１０
人
程
度

任
期２

年
間
（
平
成
１８
年
１０
月
１
日

か
ら
平
成
２０
年
９
月
３０
日
ま
で
）

選
考
と
結
果

公
平
に
選
考
を
行
い
、
９
月

初
旬
ご
ろ
ま
で
に
応
募
者
の
方

に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

謝
礼年

間
５
�０
０
０
円
の
商
品
券

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

役
場
生
活
環
境
課
ご
み
対
策
係
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資源ごみとして新たに金属類、古着・
古布、せんてい枝を分別する際や、粗大
ごみの戸別収集を開始することについて
協議したほか、可燃ごみ指定袋の導入に
ついての答申書を提出しました。
リサイクル工場やごみ処理施設の先進
地視察などにより、減量化についての調
査・研究も行っています。
今年度は可燃ごみ指定袋導入後の状況
や分別の手引作成について話し合う予定
です。

５月の松前町１世帯あたりのごみ排出量

ごみ・資源物は地域で決め

られた場所に、当日の午前

７時ごろまでに出しましょ

う。日程はお配りしている

ごみ・資源物収集日程カレン

ダーをご参照ください。（５月末現在 １２，３２５世帯 ３１，５５６人）

家庭から出るごみの量を意識し、ごみを減らす生活にご協力ください。

せんてい
枝・枯葉
・ 雑 草

―
２ｋｇ
２ｋｇ

古着・
古布類

１ｋｇ
１ｋｇ
０ｋｇ

粗大ごみ

２４ｋｇ
１ｋｇ

△２３ｋｇ

金属類

１ｋｇ
１ｋｇ
０ｋｇ

紙類

７ｋｇ
４ｋｇ

△３ｋｇ

プラス
チック

２ｋｇ
３ｋｇ
１ｋｇ

か ん 類 ・
び ん 類 ・
ペットボトル

４ｋｇ
３ｋｇ

△１ｋｇ

埋立ごみ
有害ごみ

６ｋｇ
５ｋｇ

△１ｋｇ

可燃物

５６ｋｇ
５２ｋｇ
△４ｋｇ

平成１７年

平成１８年

増 減

資源ごみの分別を先進的に実施している善通
ミ ラ

寺市の未来クルパーク２１を視察する委員たち

▼昨年の様子
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